
　
「
通
信
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
」
で
は
、
有

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
無
線

レ
ー
ダ
ー
の
操
作
、
通
信
機
器
の
接
続
な
ど
、
情

報
通
信
分
野
に
お
け
る
有
線
・
無
線
に
対
応
し
た

技
術
操
作
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
知
識
・
技

能
に
つ
い
て
２
年
間
学
び
ま
す
。

　

本
校
は
、
総
務
省
か
ら
「
第
一
級
陸
上
特
殊
無

線
技
士
」
の
養
成
施
設
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、

修
了
と
同
時
に
同
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
電
気
通
信
工
事
・
情
報
配
線
施
工
・

電
気
工
事
に
必
要
な
資
格
取
得
も
目
指
し
、
業
界

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

通
信
イ
ン
フ
ラ
は
、
日
々
進
化
す
る
情
報
社
会
に

お
い
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
通
信
工
事
業
界
は

常
に
新
し
い
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

背
景
も
あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
、
同
科
の
就
職
内
定

率
は
１
０
０
％
を
誇
り
、
夏
過
ぎ
に
は
ほ
と
ん
ど

の
学
生
の
就
職
先
が
決
ま
り
ま
す
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
」
で
は
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
開
発
を
担
う
プ
ロ
グ
ラ
マ
や
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｓ
Ｅ
）
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

情
報
理
論
の
基
礎
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
造
を
は

じ
め
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
に
は
欠
か
せ
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
様
々

な
国
家
資
格
や
民
間
資
格
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

実
習
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
を
扱
う
技
術
も
同
時
に
身
に
つ
け
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
技
術

の
総
合
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
科
で
は

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
使
わ
れ
る
英
語
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
英
語
の
学
習
も
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
２
年
間
の
課
程
を
修
了
し
た

学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
企
業

や
企
業
の
情
報
処
理
部
門
な
ど
に
就
職
し
、
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
科
も
、
情
報
通
信
工
事
業
界
や
Ｉ
Ｔ

業
界
で
働
い
て
い
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
指
導

に
あ
た
り
、
学
生
は
現
場
で
求
め
ら
れ
る
最
新
の

知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
金
属
加
工
科
」
で
は
、
機
械
加
工
、
溶
接
技

能
、
板
金
加
工
と
い
っ
た
も
の
づ
く
り
の
全
般
的

な
知
識
・
技
能
を
１
年
間
か
け
て
習
得
し
ま
す
。

各
種
工
作
機
械
・
手
仕
上
げ
工
具
を
用
い
た
簡
単

な
産
業
用
機
械
部
品
の
製
作
や
、
各
種
溶
接
や
板

金
、
塗
装
、
仕
上
げ
の
作
業
に
つ
い
て
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

金
属
加
工
技
術
は
、
小
型
電
子
部
品
や
自
動

車
、
鋼
橋
な
ど
様
々
な
も
の
づ
く
り
に
応
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
溶
接
技
術
は
、
地
元
製
造
業
の

ニ
ー
ズ
が
高
く
、
同
科
で
は
溶
接
の
技
能
訓
練
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
在
学
中
に
「
Ｊ
Ｉ

Ｓ
溶
接
技
能
者
適
格
性
証
明
書
」
や
「
ガ
ス
溶
接

技
能
講
習
修
了
証
」
な
ど
の
各
種
資
格
の
取
得
を

目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
黄お
う

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
うを
受
章
し
た

地
元
の
熟
練
技
能
士
を
招
い
た
技
術
指
導
や
宮

城
県
溶
接
技
術
競
技
大
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

学
生
は
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
へ
の
心
構
え
や
社
会
人
と
し
て
の

基
本
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
た
め
、
外
部
講
師
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
や
、
企
業
訪
問
へ
の
個
別
対
応
な
ど
学
生

の
就
職
支
援
も
行
い
、
２
年
連
続
で
就
職
内
定
率

１
０
０
％
の
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
「
木
工
科
」
で
は
、
家
具
・
建
具
な
ど
の
設
計
・

加
工
・
取
付
け
ま
で
作
業
が
で
き
る
職
人
を
養
成

し
て
い
ま
す
。

　
「
の
こ
ぎ
り
」
や
「
か
ん
な
」
な
ど
の
基
本
的

な
取
り
扱
い
や
手
入
れ
の
方
法
を
覚
え
た
後
、
継

手
や
仕し

口く
ち

な
ど
の
基
本
的
な
工
法
に
つ
い
て
学
ん

で
い
き
ま
す
。
手
工
具
の
取
り
扱
い
を
一
通
り
訓

練
し
た
後
は
、
ル
ー
タ
や
ボ
ー
ル
盤
な
ど
の
木
工

機
械
の
操
作
や
調
整
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
引

き
出
し
や
開
き
戸
な
ど
の
製
作
を
通
じ
て
家
具
・

建
具
の
基
本
構
造
を
理
解
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
家
具
・
建
具
を
製
作
す
る
一
連
の
流
れ

を
理
解
す
る
た
め
、
設
計
や
塗
装
に
つ
い
て
も
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

１
年
課
程
の
同
科
を
修
了
す
る
と
、
国
家
検
定

資
格
で
あ
る
「
２
級
家
具
技
能
士
」
や
「
２
級
建

具
製
作
技
能
士
」
の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
、
受

検
に
必
要
な
経
験
年
数
（
２
年
）
も
不
要
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
修
了
生
が
、
木
工

製
作
所
な
ど
に
就
職
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
毎
年
２
月
に
「
技
能
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

を
開
催
し
、
学
生
が
製
作
し
た
木
工
家
具
や
金

属
製
品
の
展
示
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が

作
っ
た
物
が
売
れ
る
喜
び
を
直
接
感
じ
、
も
の
づ

く
り
の
や
り
が
い
を
醸じ
ょ
う

成せ
い

す
る
良
い
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

高
度
化
さ
れ
た
電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
に

幅
広
く
適
応
で
き
る
技
能
者
を
育
成

溶
接
・
機
械
加
工
・
板
金
の
技
能
を
学
び

地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成

家
具
・
建
具
を一貫
製
作
す
る
技
術
を
学
ぶ

県
内
唯一の
職
業
訓
練
課
程

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
に
関
す
る
知
識
技
能
を

総
合
的
に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

白石高等技術専門校
　2001 年に開校。現在、通信
システムエンジニア科とプログラ
ムエンジニア科の 2 学科を設置
している。情報化時代を担う人
材育成を目指し、高度なデジタ
ル通信技術や情報処理などの
情報系の知識や技能習得のた
めの訓練を実施している

所在地
白石市白川津田字新寺前 5-1
TEL 0224-35-1511
FAX 0224-27-2110
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/srkogsn/

石巻高等技術専門校
　1943 年に「石巻造船技術補導
所」として開校。1964 年、現在
地に移転し、訓練科目の改廃や
新設を行い、「石巻高等技術専
門校」に名称を変更する。現在、
金属加工科、木工科、自動車整
備科の３学科を設置。各産業に
必要な技能者を養成している

所在地
石巻市門脇字青葉西 27-1
TEL 0225-22-1719
FAX 0225-94-7399
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/is-kougi/

白石高等技術専門校

石巻高等技術専門校

こ
ん
な
人
材
を
育
て
て
い
る

　東日本大震災で、電話やメール
などが使えなくなり、不便な経験
をしたことがきっかけで、情報通
信の仕事に興味を持ちました。
　授業は初心者の私でもわかりや
すく、情報通信やプログラミング
の勉強や、基盤のはんだ付けの実
習など様々なことを学んで、幅広
い知識や技術を身に付けることが
できました。

　地元でものづくりの仕事に就く
ために有利だと聞き入学しました。
機械や設備、作業中の激しい音
や光に驚き、最初はできるかどう
か不安でした。しかし、実習では
自分が上達していく様子が実感で
き、楽しく学ぶことができました。
　就職先では溶接の仕事をする
ことになるので、ここで学んだこと
をもっと伸ばしていきたいです。

通信システム
エンジニア科
2年

阿部 哲次さん

金属加工科
1年

綾部 喜記さん

　工業高校で建築について学んで
いましたが、在学中に IT によるも
のづくりに興味を持ち、システム開
発関連の企業への就職に必要な
知識を学ぶため、入学しました。 　　 
　授業では、プログラミングの基
本のほか、民間企業で仕事をして
きた先生から現場の体験談を聞く
ことができ、就職してからとても役
に立っています。

　学校で学んだ技術を生かし、地
元の造船会社で、船内の手すりや
階段などの装備品を溶接する仕事
をしています。
　今の仕事は、職場の先輩やほ
かの業者の人とも一緒に仕事をす
ることが多いので、学校で仲間と
協力して技を磨きながら培ったコ
ミュニケーション力が、とても役立っ
ています。

　高校生になって、スマートフォン
を買ってもらい、コンピュータやア
プリケーションに興味を持ちまし
た。そして、将来はプログラマに
なりたいと思い、高校を卒業後、
この学校に入学しました。
　実習では、スマートフォンのアプ
リ開発の実習があり、日常で使わ
れているようなアプリを楽しみな
がら作ることができました。 

　木の温もりや香りが大好きだっ
た私は、ラジオで学校のことを聞
いた父親の勧めもあり、ここで本
格的に木工を学ぶことにしました。
　道具の手入れや調整、手加工や
機械加工など、正確さが求められ
る場面が多く最初は苦戦しました
が、少しずつ技能が身に付き、今
では自分の思うような加工ができ
るようになりました。

プログラム
エンジニア科
修了生
（平成27年度）
株式会社エス・
エヌ・テクノロジー
阿部 玲皇さん

金属加工科修了生
（平成27年度）
株式会社
ヤマニシ
安倍 琢馬さん

プログラム
エンジニア科
2年

千葉 澄音さん

木工科
1年

平 侑弥さん

有線ネットワークシステムについて学ぶ通信システムエンジニ
ア科の学生（右）と、アプリケーション開発について学ぶプロ
グラムエンジニア科の学生（上）　　　　

金属のガス溶断について学ぶ金属加工科の学生（右）と、ボール盤の基本操作について学ぶ
木工科の学生（上）
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